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会議概要 
１ 議事 

・ 第３次宇都宮市環境基本計画等の改定について 

・ 宇都宮市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の改定について 
・ 宇都宮市生物多様性地域計画の改定について 

⇒ 第３次宇都宮市環境基本計画について諮問,議事について了承 

 

発言要旨 ※意見書にて頂いた御意見を掲載しております。 

 
【第３次環境基本計画等の改定に係る意見について】 
（御意見①） 

委員 

「環境未来都市うつのみや」という新しいキャッチフレーズについてイメージを示して

ほしい。 

 

事務局 近年，地球温暖化や海洋プラスチックごみなどの様々な環境問題が顕在化しており，

市民・事業者・行政がより一層連携・協力し，具体的な行動を実践していくことにより，

広範な環境課題の解決に向け取り組んでいくため，３月議会で「環境未来都市うつのみ

や」の実現を目指すことを宣言したところであります。 

環境未来都市うつのみやの姿については， 

  ・ 地球温暖化の原因となる温室効果ガスを排出しない脱炭素社会 

  ・ 「もったいないのこころ」でひとやものを大切にする循環型社会 

 ・ 環境，経済，社会の統合的な向上が図られた持続可能なまち 

を目指し，市民・事業者・行政が連携し地域全体で取り組んでいきたいと考えておりま

す。 

今後の計画改定を進める中で，「環境未来都市うつのみや」の姿や実現するための具体

的な取組について示していきたい。 

 

（御意見②） 

委員 

新型コロナウイルスによる「新たな生活様式」の普及が計画の改定に影響するか検討

する必要があるのではないか。 

 

事務局 「新たな生活様式」との関連・影響を含め，社会情勢を踏まえながら計画改定に取り

組んでいきたい。 

 



（御意見③） 

委員 

新型コロナウイルスの感染拡大による経済活動への影響により，温室効果ガスの大幅

な削減が宇都宮市でも想定される。外出自粛やテレワークの普及などにより，温室効果

ガス排出量の削減が図られ，計画上の削減目標と差異が生じる懸念があります。コロナ

終息には２年かかるともいわれており，令和 7年度までの改定後の計画に不透明感が出

ないようにしていただきたい。 

 

事務局 新型コロナウイルスによる環境への影響を含め，社会情勢を踏まえながら５年後を見

据えた計画としていきたい。 

 

（御意見④） 

委員 

実効性のある取組に対し，協力していきたい。 

 

 


